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知的障害のある児童生徒の深い学びの姿を求めて 

 

学校長 細川かおり 

 

 本年度は、「深い学びを支える知的障害特別支援学校の授業づくり～各教科等を合わせ

た指導を中心に～」を研究主題として取り組んで参りました。3 年間での取り組みの 2 年

目になります。 

 新学習指導要領では、子どもたちが、次世代を生きる力、生き抜く力として、資質・能

力の育成が求められています。知的障害教育においては、「教科別指導」と「教科等を合わ

せた指導」という二つの指導形態がありますが、いずれの形態であっても、主体的・対話

的で深い学びにより、資質・能力の育成が求められています。資質・能力とは、その授業

内だけではなく、学校生活の他の場面や家庭生活、さらには将来の働く場や生活の中でも

使える汎用的な力であり、よりよく生きていく力、生き抜く力です。それは、仲間と協力

して、コミュニケーションをしながら新しい課題を一緒に解決していくこと、物事を整理

して順番をつけて考えていく、すぐに解決できなくても、あきらめずに主体的に挑戦して

いく態度・・・といった力と思われます。 

 その一方で、知的障害の児童生徒は、その障害特性から、汎用的な力を身に付けること

は苦手だと考えられてきました。学校生活の中では、決してそうではない姿を見かけます

が、しかし知的障害の障害特性に合わせた、深い学びの授業、資質・能力を身につけるこ

とができる授業の工夫は必要でしょう。 

 本校は子どもの主体性を大切にし、子どもが主体的に生活できる教育を目標にしていま

す。また教科等を合わせた指導を中心とした教育課程を組み、合わせた指導を中心とした

研究を行ってきました。教科等を合わせた指導は、仲間と共に、それぞれの子どもが個性

を活かして、役割を果たしながら、生活の中の課題を解決する学習です。意欲をもって学

習に取り組み、力を出して課題解決し、やり遂げた満足感、達成感を味わいます。こうし

た教科等を合わせた指導における、知的障害の児童生徒の障害特性に合わせた形での、深

い学び、資質・能力を育成する授業について考えて参りました。 

 今年の公開研究会はコロナウイルス感染症拡大予防のため Web 開催となりました。慣れ

ない運営の中での開催でしたが、全国から 429 名の参加者があり、貴重なご意見を頂戴す

ることができました。感謝申し上げますと共に、知的障害教育学より良いものとなるよう

に共に考えて参りたいと思います。 
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１ 資質・能力の育成と深い学び      

平成 29 年 4 月、特別支援学校幼稚部教育

要領及び特別支援学校小学部・中学部学習指

導要領（以下、新学習指導要領）が公示され

た。今回の改訂の要点の一つに資質・能力の

育成がある。これについて文部科学省初等中

等教育局教育課程課（2017）は、教師が何を

教えるかを中心に組み立てられてきたこれま

での学習指導要領の在り方を超えて、子ども

が知っていることを活用して、何ができるよ

うになるのか（資質・能力）を見通すものへ

と転換が図られたとしている。資質・能力に

ついて新学習指導要領には図 1 に示したよう

に整理されている。その核にあるのは、学校

で学ぶ知識・技能が社会の様々な場面で活用

されていくことや、知識・技能を活用しなが

ら、直面する問題を解決しようとする思考の

部分、主体的に学びに向かう力や人間性など

である（丹野, 2017）。 

資質・能力の育成に当たっては、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が

求められている。主体的・対話的で深い学び

とは、学習内容の改善のみならず、「どのよう

に学ぶか」に着目して子どもが学習する過程

の質を高めていくための授業改善の視点であ

る（中央教育審議会, 2016）。学んだ結果だけ

でなく、過程を重視するものである。この主

体的・対話的で深い学びについて田村(2019)

は、主体的な学びについては「自分事の本気

で真剣な課題を、見通しをもちながら、自分

で解決に向かう。と同時に、その学びを振り

返り、次につなげる」こと、対話的な学びに

ついては「異なる他者と対話をする」ことで

あると示している。その上で深い学びを「主

体と対話を含みこんだ一体のもの」だとし、

個々の知識が、「活用・発揮」することでつな

がり合い、結び付いて、関連付いた状態であ

るとしている。 

 

２ 深い学びと知的障害教育           

以上より、資質・能力の育成に当たっては

主体的・対話的で深い学び、とりわけ深い学

びが重視されていると考えることができる。

この深い学びについて学習指導要領では「知

識を相互に関連付けてより深く理解したり、

情報を精査して考えを形成したり、問題を見

出して解決策を考えたり、思いや考えをもと

に想像したりする」ことと定義され、「言語活

動の充実」や「教科ごとの見方・考え方を働

かせること」が必要であるとしている。これ

らを見る限りでは、抽象的な思考や言語の使

用に制限のある場合の多い知的障害のある子

どもたちにとってはやや困難に思えてしまう

のではないだろうか。そこで深い学びや資質・

能力について他の先行研究を見てみたい。す

ると、先述の田村(2019)にあるように知識が

１章 研究テーマ設定の経緯 

研究テーマ： 深い学びを支える知的障害特別支援学校の授業づくり 

～各教科等を合わせた指導を中心に～  

図１ 育成すべき資質能力の三つの柱 

（文部科学省, 2018） 
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活用・発揮され相互に結びつく様として、あ

るいは、具体的な文脈や状況を豊かに含みこ

んだ学び（奈須, 2017）などとして示されて

いる。また、国立教育政策研究所（2016）は

資質・能力を活用したり身に付けたりするに

当たっては、活動を通して自らヒトやモノに

関わることで学習した知識やスキルを生きて

働くようにすることや、文脈の中で必要に駆

られて学ぶこと、あるいは学んだことを今の

自分と結びつけ活動に生かすことなどして、

活動を通じた学びの重要性について示してい

る。以上を踏まえれば、深い学びについて、

知的障害教育でこれまで重視されてきた生活

教育と重なる面を見ることができる。 

知的障害教育における生活・活動の重視に

ついて、例えば、学習指導要領各教科編解説

（2018）には、教育的対応の基本として「望

ましい社会参加を目指し、日常生活や社会生

活に生きて働く知識技能、習慣や学びに向か

う力が身に付くように指導する」「生活に結び

付いた具体的な活動を学習活動の中心に据え、

実際的な状況下で指導するとともに、できる

限り児童生徒の成功経験を豊富にする」など

と示されており、またそうした考えを反映さ

せた活動形態として、各教科等を合わせた指

導（以下、合わせた指導と表記する。）がある。 

 総じて、深い学びと知的障害教育はどちら

も「教えるだけでは活動に生かされない学び

が生きて働くようにするため、活動を通じて

自ら学ぶようにする」ための指導の工夫であ

ると捉えることができるだろう。合わせた指

導は、深い学びを通じた資質・能力の育成に

適した授業の一つであると言えるだろう。 

 

３ 合わせた指導の現状                   

 合わせた指導についてもう少し詳しく見て

みる。合わせた指導は、知的障害教育独自の

授業であり、児童生徒の学校での生活を基盤

として、学習の流れに即して学んでいくこと

が効果的であるとして、日常生活の指導、遊

びの指導、生活単元学習、作業学習として、

従前より行われているものである（文部科学

省, 2018）。ただし、一口に合わせた指導とい

ってもその実施の在り方には迷いがあり、生

活単元学習を中心として度々「再考」され、

その在り方や意義が問い直されている（千葉

大学教育学部附属養護学校,1978; 角元, 

1997; 国立特殊教育総合研究所,2006 など）。 

特に、昨今では合わせた指導に含まれる各教

科等の内容を明確にすべきであるという議論

がこれまで以上に活発になされている（中村, 

2020 など）。説明責任や学びの系統性、網羅

性の担保のために、もちろんそうした議論は

必要不可欠であると考える（※）。しかし、そ

れと共に、カリキュラム・マネジメントの視

点から「なぜ他の授業でなく、合わせた指導

を行うのか」という問いに答えるべく、合わ

せた指導の意義を示す必要性があるだろう。

本校では合わせた指導の教育効果を認め、こ

れを教育課程の中心に据えている。しかし、

本校の合わせた指導の意義は必ずしも明文化

されておらず、授業の在り方についても、個々

の教師から教師へ授業実践を通して継承され

ているという状況がある。そのような状況に

あって、合わせた指導の意義について十分な

説明ができるだろうか。こうした現状を踏ま

えると、本校では合わせた指導を行う上での

指針を作成し、その上で合わせた指導の意義

を示すことが求められる。なお、本校では合

わせた指導を、「①子どもにとって意味を感じ

られる活動の中で、②必要に駆られて、自分

で考え、学ぶ状況で、③自分の力を発揮しな

がら活動に参加するものであり、④教師にと

って、共に活動しながら、活動の中で子ども

が自ら生み出す学びを見取るもの」（図 2）と

捉えており、活動を通した学びを重視する授

業の在り方の一例を示したものであると考え

る。 
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４ 本研究の目的                     

以上から本研究では研究テーマを「深い学

びを支える知的障害特別支援学校の授業づく

り～各教科等を合わせた指導を中心に～」と

する。研究では、「知的障害特別支援学校にお

いて、合わせた指導は深い学びを支えるに当

たって適した授業の形態である」という仮説

のもと、深い学びを支えることができる授業

の在り方を検討する。なお、これを通じ、深

い学びへの適性から合わせた指導の意義を示

すとともに、そのための合わせた指導の指針

を形作ることができると考える。 

 

５ 研究の構成と経過             

開始当初、研究は 2 年の期間で計画された

が、新型コロナウィルスによる休校に伴う授

業時間の減少、授業実施上の制限の多さを懸

念し、差し当たって研究を 3 年に延長した。   

１年目の時点では、本校の教員らは概して

「深い学びについてよく理解できていない」

という状況であった。そこで、まずは本校の

子どもたちにとっての深い学びとはどんなも

のかを考えることとした。その際、深い学び

は「活動を通じて子どもが自ら学ぶ」という

点を重視し、既存の定義をもって演繹的に深

い学びの姿を検証するのではなく、目の前の

子どもたちの姿から帰納的に導き出す仮説生

成的な視点をもって行うこととした。研究の

結果、10 の深い学びの姿を描き出すことがで

きた。 

2 年目となる本年度の目的は、どうすれば

深い学びを支えられるか、授業の視点を明ら

かにすることであり、3 年目には、それを授

業づくりのプロセスに位置づけ、授業の在り

様を示すことを目的とする。 

 

（※）本校においても、合わせた指導におい

てどのような教科が扱われているか、整理し

ている段階である。例えば小学部が作成した

「遊びの中での学び表」では遊びの中で経験

する子どもの学びを発達領域ごとに整理し、

それを各教科等の内容からも説明できるよう

にしている。「遊びの中での学び表」について、

詳しくは本校ホームページを参照されたい。 
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１ なぜ｢手だて｣でなく｢視点｣なのか               

改めて本年度の研究の目的は深い学びを支

える授業の視点について考えることである。

なぜ深い学びを支える「手だて」でなく「授

業の視点」なのだろうか。それは深い学びの

本質を「子どもが自ら内面を働かせながら学

ぶこと」であると考えるからである。2019 年

度の研究で明らかにした深い学びの姿を目的

として具体的な行動目標に落とし込み、その

達成に向けて支援を行っても、子どもが思考

し、自ら学ぶ深い学びの実現には至らない。

子どもが思考しながら学びに向かって行くた

めには、能動的に活動に関わる必要があり、

それは教師が直接的に働きかけるだけでは実

現できない。教師は子どもが自ら学ぶよう活

動や環境をデザインする必要がある。直接的

な支援はその上で、活動により良く参加でき

るために行われる。このように深い学びは、

活動を通じて子どもが自ら学ぶように「支え

る」ことで実現できると考える。 

 

２ 「視点」を考える際の方針     

「深い学びを支える授業づくりの視点」を

考えるに当たって、1 章で述べた、深い学び

と「合わせた指導」の類似性に注目する。つ

まり深い学びを支えるための視点≒より良い

合わせた指導の授業の視点と捉え（図 1）、こ

れを目指していくことで深い学びを支えたい

と考える。 

３ 「視点」を考える具体的な方法        

「深い学びを支える授業の視点」を考える

方法については、実証的な検討から明らかに

していくのではなく、仮説生成的な視点をも

って教員の語りから、どのような授業が深い

学びを支えられるのか考えることとした。具

体的な方法は次の 3 点である。 

①研修 

深い学びについて、グループ・ワークを

通じて自分たちの言葉にかみ砕いて理解で

きるようにする。 

②授業研究協議会 

実際の授業で子どもの深い学びの姿を捉

え深い学びのためには何が必要か協議する。 

③協議の結果のまとめと、深い学びを支える

授業の視点の作成 

  KJ 法を参考に協議会での発言をグルー

プ化し、深い学びを支える授業の視点とし

てまとめる。 

表１ 本年度の研究のスケジュール 

月 研究の内容 

4 

5 

6 

①グループワーク「深い学びを支える方法

を考えよう」他 

7  

①グループワーク「子どもが自ら学ぶ 

合わせた指導の授業を考えよう」 
8 

9 ②授業研究会（中学部） 

10 ②   〃   （小学部） 

11 ②   〃   （高等部） 

12 ③協議会の内容のグループ化 

1 ・「深い学びを支える授業づくりの視点」の

完成 

・公開研究会（オンライン配信） 
2 

3  

２章 研究の進め方 

図 1 深い学びを支える授業と合わせた 

 指導の授業の視点 
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 本研究では教師の語りから深い学びを支

える視点を明らかにすることを目指している

が、そのための準備として校内研修を実施し

た。本章では、その校内研修の内容や、グル

ープワークの結果について記載する。 

 

１ 研修①              

・研究の概要説明 

・グループワーク 

「自分の深い学びを話し合おう」       

 

〇日時 

4 月 3 日 1 時間半程度 

〇目的 

深い学びについて概要を理解し、自分の言

葉で語れるようになる。 

〇内容 

１）2019 年度研究の経緯、合わせた指導の概

要、本校の合わせた指導の捉え、深い学び

と合わせた指導の共通点などについて、研

究主任より説明を行った。 

２）3，4 名のグループに分かれ、前半の説明

をもとに自分自身がこれまでに経験した深

い学びについて話し合った。 

〇結果 

１）説明に用いたスライドの内容を一部抜き

出して図 1 に示した。スライドでは研究

テーマ設定の経緯や、研究の目的と意義、

深い学びの概要について示した。研究の

意義「『深い学び』を追求することで合わ

せた指導の得意を伸ばし、かつ今日的な

意義から説明できる」とした。また、深

い学びについては 2019 年度の研究成果

を参照しながら具体的な姿を示した。そ

れを支えるために必要なこととして、子

どもが自ら学ぶことを重視する「子ども

中心の教育観」に根差した教育が求めら

れること、そのためには直接的な指導で

なく活動をデザインすることなどを示し

た。 

２）スライドの内容を参考にしながら、自分

自身の深い学びについてグループごとに

話し、その後、全体で各グループの話し

合いの様子を報告し合った。ここではそ

のうち、二つを記述する。 

A 教諭の深い学び 

附属に来てからの木工班での工具の操

作の仕方についてです。私は前の学校で

も木工班だったんですが、その学校では

うちよりもルールがいろいろあって。例

えばいくつかの工具は安全上の理由から

使っていい人が限られていたりとかし

て。で、私は使っていい工具はそんなに

なくて、でも同じ場で活動しているから

３章 研修会 

図 1 研修①スライド資料の一部 
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使い方自体は知識としては覚えるんで

す。で、今の木工班ではその工具を使う

んですよ。それで今になって昔を思うと、

分かったつもりで、全然、それは表面だ

けのものだったなって。今は一つ一つの

手順の意味が分かるし、力加減とかも分

かる。 

B 教諭の深い学び 

小学生の頃の話ですが、社会の授業で

学校の回りの地図みたいなことをやっ

て、その中で川が出てきたんです。授業

では川の名前とか、そんなことをやった

んですけど。先生が川がどこまで流れて

るか見に行ってみようとかって言って、

そこから皆で見に行ってっていうのをや

ったんです。それまではそんなに熱心に

は聞いてなかったのが、急におもしろく

なったっていうのを覚えています。 

 

〇反省 

「自分自身を切り口にすることで、深い学

びについて考えやすかった。まだ子どもの深

い学びと言われると難しいが。」「正直答える

のは難しいなと思ったが、小グループだった

ので他の人の話を聞きながら、こんな感じか

な、と思いながら話せた。」というような意見

が挙がった。 

 

２ 研修②              

・講話「様々な学びの在り方」 

・グループワーク 

｢深い学びに必要なことを考えよう」  

〇日時 

4 月 6 日 1 時間半程度 

〇目的 

深い学びのために何が必要か、グループワ

ークを通じて話し合う。できるだけ拡散的

に多様な意見が出るようにする 

〇内容 

１）校長より、深い学びに関連する講話を行

った。 

２）3，4 名のグループに分かれ、「深い学びの

ためには何が必要か」話し合う。 

 

〇結果 

１）講話に用いたスライドの内容を一部抜き

出して図 2に示した。スライドでは OECD

の資質・能力について紹介するとともに、

多様な学びの在り方の一つとして社会文

化的な学びについて説明した。 

２）グループごとに深い学びのためには何が

必要か話し合った。話し合った内容はグ

ループごとに A4 用紙 1枚にまとめ、それ

を用いて話し合いの内容を全校で共有し

た。そこでは次のような意見があった。 

図 2 研修②スライド資料の一部 

－ 7 －



グループワーク「深い学びに必要なこと

を考えよう」での意見（抜き出し） 

子どもにとって 

・実態をよく分かってもらえる安心感。 

・自由に言える共感の雰囲気。 

・覚えた知識や技術を使える場があり、

本人が腑に落ちて「こうすればよかっ

た」と感じられる。そしてもう 1 回自

分でやることができる。 

活動設定・環境 

・余白、間。あえて教師が介在しない場

面。 

・安全・安心な環境。 

評価 

・学びは授業だけでなく、生活や別の場

面で使えるように、それらをつなげ、

授業の枠に捉われずに評価すること。 

・できたことだけでなく過程も大事にす

るため、行動の文脈が分かる評価を。 

教師の態度 

・子どもの行動について、意味を理解し

ようとすること（待つこと）。 

・子どもの気付き、変化を教師が見落と

さない。 

・教師の支援の「さじ加減」。 

・教師も一緒に活動する。 

など 

 

〇反省 

「グループで色々な意見が聞けて良かっ

た。」「ここで出た意見は大事だと思うが、実

際に授業でやるとなると、難しいものもある

ように思う。そこを何とかしていくのが研究

だと思うが。」「深い学び合いが前面に出てく

ると、どんな授業が良いか考えるのはややハ

ードルが上がる」というような意見が挙がっ

た。 

 

 

 

３ 研修③              

・グループワーク「子どもが自ら学ぶ合

わせた指導の授業を考えよう」 

〇日時 

7 月 27 日、8 月 3 日 各 1 時間半程度 

〇目的 

〇できるだけ、自由な発想で「子どもが自分

から学ぶ授業」を考える 

※「深い学びを支える授業」よりもアイデアを

引き出しやすいと考え、「子どもが自ら学ぶ

授業」とした。 

〇内容 

学部をシャッフルした 6 名程度のグループ

をつくり、遊びの指導、生活単元学習、作業

学習について、「子どもが自分から学ぶ授業」

の単元を考え、模造紙にまとめて発表する。 

単元考える際の条件は以下の通り。 

▸ 子どもの実態は詳しく規定せず、「本校にい

る子ども」のイメージに留める。 

▸ 具体性や実現可能性は気にしない。 

▸ 単元の期間や、対象、場所などは自由に決

めて良い。 

〇結果 

各グループで作成した模造紙をいくつか抜

き出して示す（図 3）。研修を通して、次のよ

うな意見が挙がった。 

研修③の授業発表の際に出た意見 

・一緒に何かを作り上げていく過程で、

やったことを実感するのが大事。 

・道具を使うときは「これ良い」「やりに

くい」など子どもが感じられるように。 

・子どもの思いをくみ取って、子どもと

モノやヒトをつなぐのが教師の役割。 

など 

 

〇反省 

「『深い学び』を『子どもが考える』とする

ことで授業を考えやすかった。」「どれも子ど

もが置いて行かれない授業だと思った。」「他

の先生が普段から子どもたちの気付きを大切
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にしているというところで共感した。」という

ような意見が挙がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修③ 模造紙を使った発表の様子 

 図 3 授業の発表に用いた模造紙の一例 
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１ 授業研究会の概要               

例年、本校では公開研究会に加え学部ごと

に 1 回ずつ授業研究会を行っていた。授業研

究会は研究の過程の一つとして位置づけられ、

対象とする授業は、各学部が研究において対

象と定めた授業であった。授業研究会では研

究講師、共同研究会を招聘し、校外から参観

者を募り、研究の過程を報告するとともに、

協議会から研究の進め方について示唆を得る

という意義のもと行われていた。 

 

２ 今年度の授業研究会               

今年度の授業研究会では、このような意義

に加え、協議での発言を記録し、それをもと

に「深い学びを支える授業の視点」とするこ

ととされ、授業研究会は研究の方法として位

置づけられた。 

そのため、各部の授業研究会では一定の取

り決めをもって実施された。各部で共有され

た取り決めは次の通りである。 

①協議の柱は「授業では子どものどのような

深い学びの姿が見られたか」「深い学びを

支えるためには何が必要か」の2点とする。

各部の実情に合わせ、文言を修正して良い

こと、別途協議の柱を加えても良いことと

した。 

 

②活発な発言を促すため、協議はいくつかの

小グループに分かれて行うこととした。 

これを受け、各部で行われた授業研究会の

内容と実施時期を表 1に示す。 

なお、協議会の記録やそれをまとめていく

方法は次章において記す。 

 

３ 各部の授業研究会の実際       

１）小学部 遊びの指導 

 外で遊ぶのに適した気候であり、水や砂

といった素材を使った遊びができるため、

グラウンドに、砂場、泥の池などの遊具や

ブランコ、すべり台などを設置して授業を

展開した。授業では、素材に関わって遊ぶ

こと、自分から他児の遊びに加わったり、

教師の誘いに応じたりしながら遊ぶこと

をねらいとした。砂遊びや水遊びでは、砂

を壁にぶつけたり足を埋めたりして感触

を味わったり、水を霧吹に入れて掛け合っ

たり、砂を容器に入れて食べ物に見立てた

りと様々な姿を見せた。 

協議会は、四つのグループに分かれて行

われた。その中では「ずっと水でバシャバ

シャ遊んでいた子が水を溜めることを思い

ついたみたいで、他の場所から探して、箱や

バケツなど色々な道具を持ってきては試して

いる姿が、意外だった。」のように児童が見

表 1 令和 2年度授業研究会 

日程 授業と単元名 助言者・共同研究者 

9 月 4 日 

 

中学部 生活単元学習 

「宿泊学習で自然と仲良くなろう！～なかま

といっしょに レッツ！チャレンジ！～」 

植草学園大学 特命教授 

佐川桂子先生 

千葉大学 准教授 宮寺知恵先生 

10 月 29 日 小学部 遊びの指導 

「みんなでわいわい！ゴーゴーランド！」 

國學院大学 教授 髙橋幸子先生 

千葉大学 准教授 真鍋健先生 

11 月 2 日 

 

 

高等部 作業学習 

「3、ＳＵＮ、サンキューふよう祭プロジェク

ト」 

千葉県立湖北特別支援学校 

校長 小倉京子先生 

千葉大学 准教授 平田正吾先生 

４章 授業研究会 
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せた深い学びの姿について話題に挙がっ

た。また、「一見ずっと同じ、流れる水を手

に当てる遊びをしているように見える子

でも、何が楽しくて、何をしているのかな？

と思って見てみると、手に当たる水の感触、

跳ね返って顔に当たる感覚、水のキラキラな

ど、楽しい要素はたくさんあって、その子な

りに手の当て方を変えたりして遊んでいるの

かと思った」など児童の意図について推察す

る意見が挙がった。また、「透明のパイプを

ホースみたいにして水道の水を流そうと

しても上手くいかない子がいた。パイプを

支える子、蛇口をひねる子、パイプから出て

くる水を受け止める子、という風に自然に役

割が生まれていた。パイプがしっかりと固定

されていないことが良いきっかけになってい

たと思った。」など、深い学びの姿に加え、

なぜそのような姿が見られたかについて

意見交換が行われる場面もあった。 

小学部 砂場での遊びの様子 

 

２）中学部 生活単元学習 

 学部全体で行う単元としては、今年度初と

なる宿泊学習に向けた単元であった。宿泊先

のことについて調べたり、宿泊先で体験する

活動の疑似体験をしたりした。生徒たちは、

これから始まる宿泊学習への期待感を高める

姿を見せた。他には、中学部の友達や教師の

皆で使うものとして、T シャツを制作した。

担当した生徒たちは、どんなデザインにする

か自分で考え、そのアイデアをなんとか人に

伝えようとしていた。単元を通じ、体験的な

活動を通じて「少し頑張ればできそう」、「み

んなと一緒なら頑張れる」「困っているから助

けたい」などといった内面の働きを大切にし

た。 

協議会は、四つのグループに分かれて行

われた。その中で「他の授業で一緒のグル

ープの生徒同士が、お互いを意識している

ように見えた。一人は発語のない子だった

が、教師がその子の気持ちを代弁してあげ

るなどして関係をつなげると良い」といっ

た教師の関わりに関する意見が挙った。ま

た「自分で選んだ活動をやっぱり別の活動

が良いと言った子について、どこまで自主

性を認めるべきか」ということが話題に挙

がり、選択肢のメリット・デメリットを伝

え、葛藤する場面に学びが生まれるのでは

ないかという意見が挙がった。 

中学部 T シャツ作り(ステンシル)の様子 

 

３）高等部 作業学習 

11 月 14 日に開催される学校行事「ふよう

祭」に向けた単元である。今年度、ふよう祭

では対象を家族や親族、校内の児童・生徒に

限定して、販売会を行った。本単元は農耕班、

工芸班、木工班の作業班ごとに販売会に向け

た製品作りや出店準備を行った。日々の作業

学習では、これまでと同様、「仕事への関わり」

「人への関わり」「意欲や態度」を大切にし、

日々の活動に取り組んだ。その他にも、本単

元では特に、どうしたらお客様のニーズに応

え、大盛況にできるかを生徒と一緒に考えた

り選択したりできるような場面や機会を設定
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した。その中では、家族が製品にどのような

ニーズをもっているかを知るために、アンケ

ートを実施したいという意見が出て、これを

実施することになった。また、どうすれば買

ってもらえるかという話し合いの中で、例え

ば農耕班では、カレーの材料をひとまとめに

した「家族セット」のような販売方法が良い

のではないかという意見が挙がり、これを取

り入れた。 

協議会は作業班ごとに 3 グループで行わ

れた。その中で、「ゆっくりだけど一つの作

業が終わると『えーっと』と考えて動く姿が

見られた。」「新しい活動を行う際、しばら

く立ったまま考えた後、離れた場所にいる

教師までやり方を確認しに行っていた。」

「できたことを褒められて、真剣な顔から

笑顔になるところを見て、褒められる、認

められることを喜ぶのも大事なことだと

思った。」など生徒が考えを巡らせながら

活動する様子を捉える意見が挙がった。他

にも、「絶対に避けなければいけない失敗も

あるが、あえて失敗する場を経験することで、

どうするとうまくいくのか、自分で考える機

会になる場合もあるのではないか」という支

援の方法に関わる意見が挙がった。 

 

高等部 農耕班（サツマイモの収穫）の様子 
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本章では、「深い学びを支える授業の視点」

の作成の過程について記す。作成の手続きは

次の通りであった。 

工程１：協議会議事録の作成 

工程２：カードの作成 

工程３：カードのグループ化 

工程４：グループの修正と再編 

工程５：全校での見直し 

以下、この手続きを経た作成の経過と、実

際に作成された「深い学びを支える授業の視

点」について示す。 

 

１ 研究協議会議事録の作成（工程１）         

各部で行われた授業研究協議会での議事録

を作成した。議事録は逐語録ではなかったが、

できる限り協議での発言を書き記すことを心

掛けた。議事録の総字数は 9,342 字であった。 

 

２ カードの作成（工程２）           

議事録のうち「授業の内容、環境、ポイン

ト等について」「教師の振る舞い、働き掛けに

ついて」「どんな子どもの姿を目指すか」とい

ったことに言及している部分に注目し、意味

内容のまとまりごとにカードを作成した。そ

の結果、97 のカードが作成された。カードの

総字数は 6,141 字であった。 

 

３ カードのグループ化（工程３）           

作成したカードのうち、似たもの同士をま

とめてグループ化し、カードの内容を表すグ

ループ名を付けた。グループ化の実際の様子

について、その一例を図 1 に示した。この経

過を経て、22 のグループが作成された。 

 

４ グループの修正と再編（工程４）      

１）修正と再編の視点 

作成した 22 のグループについて修正を行

った。修正の観点は次の 3 点であった。 

（１）グループの統合と精選 

グループ名は「深い学びを支える授業の視

点」の項目となり、次年度以降に活用してい

くものである。その際多すぎる項目数は運用

していく上での「やりにくさ」につながるこ

とが危惧された。そのため、グループを統合

しグループ数を絞ることが必要であると考え

た。 

また、カードの作成においては、議事録か

ら深い学びや子どもが自ら学ぶ姿に関わる部

分を抜き出したつもりであったが、それらを

概念化し、グループを作成してみたところ、

「深い学びを支える授業の視点」として授業

の指針としていくには不十分であると考えら

れるものもいくつかあり、グループ全体の取

捨が必要であると考えた。 

（２）グループの背景にある考えの付加 

 作成したグループを「深い学びを支える授

業の視点」としていくには「なぜそのような

指針が必要なのか」という指針の背景にある

考えを付け加えることが必要だと考えた。グ

ループ名はカードの内容を束ね、その内容を

簡潔に言い表したものであるが、それゆえに

多義的な解釈が可能である。確かに、指針の

多様な解釈により発想豊かに授業を展開する

ことは望ましいことである。しかし、それは

「子どもが自ら学ぶ」という、本校が考える

深い学びの本質的な部分の範囲の中でのこと

である。例えば、作成したグループには「授

業の計画に柔軟性をもたせる」というものが

あるが、これは単元中の子どもの姿や考えな

どを授業に生かすという意図が背景にある。

授業の計画が柔軟に変更されたとしても、そ

こに子どもの姿が反映されていなければ、深

い学びを支える授業にはなり難いだろう。 

（３）検討によるグループの追加 

作成したグループを見直し、深い学びを支

えるに当たって、他にも必要なものはないか 

５章 「深い学びを支える授業づくりの視点」作成の過程 
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友だちの様子から自分のや

りたいことが決まる。遊具同

士の距離感や場の見晴らし

が良いのがポイント 

ペアでの学習ではお互いの

活動が見えるよう、場の配置

に工夫が必要 

「工芸班として一つの製品を

作る」という全員で作り上げ

る取り組み方 

ペアでの学習を取り入れ、

「物」を介したやりとりが大切

にされていた 

個別活動になっていた。活

動の中身を考え、友だちとの

関わりがねらえれば良かっ

た 

活動に使うパイプが固定さ

れていないことが、友だちの

手を借りるための良いきっか

けになっていた 

ベンチ作りは一人でできな

い。木を押さえるなど、友だ

ちを手伝う意識が必然的に

出てきた 

①①似似たた内内容容ででああるるとと思思わわれれるるカカーードドをを抽抽出出すするる  

作成されたカードのうち、以下の 13 のカードは集団の関係性に言及しているという点で

共通していると考えた。 

子ども同士の関わりを見逃さ

ないようにし、また、機会が

もてるようにする 

L さんも、クラスの友だちな

ど関わりが深い友だちの名

前は憶えている 

D さんにしてみれば、特定の友だ

ちが大事なのは当然とも思うの

で、場合によっては、そこを尊重し

てみても良いのではないか 

子どもにとって集団はどんな 

存在？どんな関係性？を見る 

②②カカーードド同同士士ををままととめめ、、そそれれららににググルルーーププ名名をを付付けけるる  

 13 のカードは「集団の関係性」という観点では共通していたが、カードの内容を見比べた

結果、1 つのグループには統合せず、以下の 4つのグループを作成した。 

協同に適した距離感と配置 一緒にやる必然性の

ある環境/活動を設定

する 

友達からの影響を生かす 

お互いがお互いを知る 

機会が増えていくと良い 

「手伝って」みたいな顔で辺

りを見ていたが、（授業の参

観者には）伝えらずにあきら

めていた 

 

図 1 工程３：作成したカードのグループ化の工程（例） 

木工班で部材の穴あけをする

前に、参観していた元担任の先

生のところにいって「見ててね」

みたいな感じでタッチして笑い

かけてから機械を操作していた 
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検討した。この作業は必要最低限に止めた。 

２）修正と再編の実際 

 以下に、実際のグループの修正の過程を先

述の観点ごとに記す。 

（１）グループの統合と精選 

この過程を経て、22 のグループから 10 の

グループが生成された。表 1 はこの過程の前

後におけるグループの比較である。 

 グループの統合・精選の過程では、例えば

次のような手続きがなされた。 

 「子どもは活動をどう捉えているか」「子ど

もが環境をどう理解するか」はそれぞれ、授

業の活動設定や環境を捉える際の視点であり、

「子どもが活動をどう捉え何をするかを表す

単元名」はそうした視点を授業の運営に反映

させる手段であると考えられる。これらのグ

ループはいずれも、子どもの視点にたって授

業をつくる、あるいは見直すことが含意され

ていると考え、「②子どもを主語にして考える

/子どもの立場に立って考える」という一つの

グループに統合した。当初、工程３の時点で

は集団の関係性に関するグループと捉えてい

た「子どもにとって集団はどんな存在？どん

な関係性？を見る」についても、このグルー

表 1 工程４-１統合・精選の前後におけるグループ 

前 後 

子どもがどう活動するか考えて計画する 
①子どもが必然性、必要感をもつ活動(=やってみ

たいと思う活動、知的好奇心をもちそうな活動)

を設定する 

「おもしろい」と感じること 

役割を持たせる/一人でもできる活動 

意味のある報告 

子どもは活動をどう捉えているか 

②子どもを主語にして考える/子どもの立場に立

って考える 

子どもにとって集団はどんな存在？どんな関係 

性？を見る 

子どもが環境をどう理解するか 

子どもが活動をどう捉え何をするかを表す単元名 

子どもの意図・感情・内面を読み取る ③子どもの意図・感情・内面を読み取る 

一緒に活動してモデルを示す関係性 ④教師は授業で、一緒に活動してモデルを示す 

授業の計画に柔軟性をもたせる 
⑤ある程度の余白を残す授業計画 

余白を残す授業計画 

避けるべき失敗と経験して学ぶ失敗 
⑥失敗を通じて学ぶことを大切にする 

（避けるべき失敗は、回避する） 

協同に適した距離感と配置 
⑦一緒にやる必然性のある環境・活動 

を設定する 
一緒にやる必然性のある環境/活動 

友達からの影響を生かす 

自分がしたことの価値を振り返る 
⑧振り返りで、自分ができるようになったこと、 

がんばったことに気付く 

活動の様子から学び・発達を読み取る 
⑨活動の様子から学び・成長を読み取る 

包括的な視野・長期的な視野で子どもを見る 

どんな設定がどんな活動、どんな学びを引き出す

か知った上で授業を計画する 

⑩この活動を行うと子どもはどんな学びをするか

を考える） 

ある程度主導する ― 
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プに統合した。 

 「協同に適した距離感と配置」「一緒にやる

必然性のある環境/活動」「友達からの影響を

生かす」という三つのグループについて、工

程 3 においてカードをグループ化する時点で

は、異なるグループを生成した。しかし、改

めて検討したところ、「協同に適した距離感と

配置」、「友達からの影響を生かす」は「それ

ぞれ、一緒にやる必然性のある環境/活動」の

具体的な手段、あるいはその理由であると考

えた。そのため、これらのグループを「⑦一

緒にやる必然性のある環境・活動を設定する」

という一つのグループに統合した。 

（２）グループの背景にある考えの付加 

 グループに付加された「背景にある考え」

について、その生成の過程は例えば次のよう

なものであった。 

 「⑦一緒にやる必然性のある環境・活動を

設定する」というグループについて、これは

協同やコミュニケーションに関するスキルの

形成を第一に意図したものではなく、（結果と

してこれらのスキルが形成されることはある

にせよ）子ども同士が相手の存在によって、

より学ぶ意欲を強くしたり、新たな気付きを

得たりすることを意図したものであろう。そ

こで背景にある考えを付加し、「子ども同士の

学び合いを促すため、一緒にやる必然性のあ

る環境・活動を設定する」とした。 

「⑨活動の様子から学び・成長を読み取る」

というグループについて、これは一見すると

授業の中で当然行われることのように考えら

れるかも知れないが、その背景には次のよう

な考えがある。つまり教師が何を教えるかで

はなく、子どもが何を学ぶかを重視して授業

を行う場合、教師は、子どもが環境や人との

関わりの中で自ら学ぶことを目指すことにな

る。その中では教師があらかじめ設定した目

標だけでなく、予想外の学びも数多く生まれ

るのである。つまり、「⑨活動の様子から学び・

成長を見取る」というグループは設定したね

らい以外にも、授業には多様な学びがあるこ

とを認識し、それらをできるだけすくい上げ、

見取ることを意図したものである。そこで背

景にある考えを付加し、このグループを「子

どもが自ら掴む多方向な学びを見るために、

活動の様子から学び・成長を読み取る」とし

た。 

（３）検討によるグループの追加「エピソー

ド記録の重視」 

 作成した 10 のグループの他に、本校の実践

で深い学びに関わっている内容がないか点検

を行った。その際、本研究に並行して行って

いた、各部の記録ツールを修正してエピソー

ド記録を取り入れたことが話題に挙がり、グ

ループに「⑪活動を通じて学ぶ様子を見るた

めにエピソードで授業の様子を記録する」を

追加した。記録ツールの修正の経緯は次の通

りである。 

昨年度の研究において子どもの深い学びの

姿を捉えるため、子どもが深い学びをしたと

思われる事例を収集した。その際に用いた記

録の方法がエピソード記録であった。記録の

効率や客観性の担保といった面ではチェック

リストなどの方法が優れた記録の方法である

と考えられる。しかし、エピソード記録では、

子どもの内面まで踏み込んだ記録や、起こっ

た出来事の前後の文脈や周囲の状況を含めた

記録が可能である。そのため、活動の中での

学びや子どもが自ら内面を働かせることを重

視する深い学びを捉えるのに適した記録の方

法であると考え、これが採用された。昨年度

の時点では、エピソード記録はあくまで 1 年

目の研究における方法の一環であり、深い学

びを支えていくに当たっては、必ずしもエピ

ソード記録を行う必要はないと考えていた。

しかし、授業の記録の方法は授業において教

師がどのような目で子どもを見るか、という

ことに影響し、教師の目はそのまま授業の在

り方に影響するだろう。例えばこの場合では、

チェックリストで記録する授業では、子ども
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の内面を読み取ったり、子どもの多方向な学

びを見取ったりすることは難しいと考えた。

そこで、既にエピソードを主体とする記録方

法を採用していた小学部を除いた中学部と高

等部において、記録ツールの修正を行ったの

である。 

 

５ 全校での見直し（工程５）         

ここまでの工程で作成された「深い学びを

支える授業づくりの視点」について、全校職

員による見直しを行った。この工程では、作

成された「視点」について研究主任から説明

を行った。その後 4～5 名のグループに分か

れ、「視点」について、「読んだ人に内容が伝

わるか」を検討した。そしてグループごとに

内容、文言や文章表現、構成の仕方などにつ

いて意見や修正の案を A4 用紙 1 枚程度にま

とめ、作成した。以下はそこに記された主な

内容である。 

・授業の計画、実施、評価など実際の手続

きの時系列に沿ってまとめてほしい 

・「必要感」「余白」など人によって捉え方

が異なるかもしれない言葉がいくつか

ある。 

・表現の仕方によっては小学部から高等部

まで同じ視点で良いのかと感じるもの

がある。 

・⑥に「振り返り」という言葉がないほう

が、授業全体を通じて行われる様相がイ

メージされやすい。 

これを受け、項目の表現や言い回しを修正

した。さらに授業の計画、授業中の教師の動

き、記録など授業づくりの流れに沿って整理

し直した。また、より明確に意図を伝えるた

め、いくつかのものは、「視点」の後にそれを

説明する文章を付け加えた。結果、千葉大附

属版の「深い学びを支える授業づくりの視点」

として図 2を作成した。 
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図 2 千葉大附属版 深い学びを支える授業づくりの視点 
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１ 公開研究会の概要              

2 月 19 日に行われた公開研究会に向けて、

各学部では 5 章に記した「千葉大附属版 深

い学びを支える授業づくりの視点」の内容を

踏まえ、これまで行っていた実践とすり合わ

せながら、合わせた指導の単元を設定して授

業を行った。 

本校の公開研究会は、例年は全国より参観

者を募り、学部ごとの分科会形式での協議会、

ポスター発表、講演会などを行っていた。今

年度は新型コロナウィルス感染拡大防止の観

点から、希望者を募りオンラインでの動画発

信という形で公開研究会を行った。配信した

動画の内容は次の通りであった。 

公開研究会配信動画 

動画 1 研究について（20 分程度） 

動画 2 各部の授業について（各 30 分程度） 

動画 3 講師によるミニ講義（各 30 分程度） 

 動画 1 は 3 年計画の行われている研究主題

についての概要や、本校が捉える深い学びに

ついて説明した。動画 2 は、2 月に行われた

遊びの指導（小学部）、生活単元学習（中学部）、

作業学習（高等部）の授業を題材に、本稿 5 章

で示した「深い学びを支える授業づくりの視

点」とすり合わせながら各部がどのような授

業を行ったのか、そこで子どもはどのような

姿を見せ、教師はそれをどのように捉えたの

かといった内容を提案した。動画 3では｢ミニ

講義｣と題し、各部が招聘している助言者に依

頼し、行って頂いた合わせた指導についての

講義である。各講義のテーマ及び助言者は次

の通りであった。 

公開研究会動画 3 ミニ講義の内容 

〇國學院大学教授 髙橋幸子先生 

「遊びの指導について」 

〇植草学園大学特命教授 佐川桂子先生 

 「生活単元学習の授業づくりについて」 

〇千葉県立湖北特別支援学校長  

小倉京子先生 

 「作業学習の授業づくりについて」 

なお、各講義は令和 3 年 2 月 19 日に行っ

た校内での協議会の際に行われたものを撮影

したものである。協議会の概要は、以下の通

りである。 

2 月 19 日 授業協議会の概要 

・例年公開研究会を実施していた日に助言

者と共同研究者を招聘し、学部ごとに授

業についての協議会を行った。 

・協議会は外部からの参加は募らず、本校

職員が参加し、授業についての研修とい

う位置づけで行われた。 

 

２ 本章の内容について             

本研究は三か年計画であり、最終年である

次年度は、これまでに生成した「深い学びを

支える授業の視点」や「深い学びの姿」を、

授業づくりの手続きの中に位置づけ、それを

踏まえた授業や子どもたちの姿を示したいと

考えている。とすれば、本年度公開研究会の

動画 2 で取り上げた各学部の単元は、いわば

次年度に向けての準備段階とも言える。この

単元で、「深い学びの視点」はどのように生か

されたか、授業において子どものどのような

学びが見られたかを示すことで、次年度に向

けての示唆が得られればと考える。 

そこで、本章では学部ごとに、2021 年の 2

月に行った合わせた指導の単元について記述

する。内容は、「深い学びを支える授業づくり

の視点」とすり合わせながら授業について説

明し、子どもがその授業の中でどのような姿

を見せたか、それを受け授業者である教師は

どのような話し合いを行い、授業を改善した

のか、というものである。そして、2 月 19 日

の協議会の結果を踏まえ、単元や各部の合わ

せた指導の授業について省察したい。 

６章 公開研究会 
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３ 小学部の取り組み         

１）本校の遊びの指導と本単元について             

（１）本校の遊びの指導について 

1 年生から 6 年生までの児童 18 名と教師 9

名が参加し、体育館やグラウンドに設置され

た遊具の中で各々好きな遊具や遊び方で遊ぶ

自由遊びと、教師主導の設定遊びを展開して

いる。本校では、自由遊びを主とし、合間に

設定遊び行っている。設定遊びは、遊び場に

向かう前に教師が遊びの手本を示す動画を視

聴する設定遊び 1 と、自由遊びの合間に教師

が主導し「壁登り競争」や「砂山づくり」な

どの遊びを行う設定遊び 2 がある。 

（２）深い学びの姿を支えるためのポイント 

本校で行っている遊びの指導の特徴を「深

い学びの姿を支える授業づくりの視点」と絡

めて、以下の 3 点に絞って紹介する。 

①児童主導で展開する自由遊びの授業 

 児童たちが生き生きと自分を発揮しながら

遊ぶことを大切にしている。その中では児童

の自由な発想やひらめきが生まれ、多くの学

びの機会が生まれると考える。 

②教師も児童と一緒に遊ぶという関係性 

 教師は指導的になるのではなく一緒に遊ぶ

ことで、児童たちの遊びがより充実したもの

になると考える。ただし、危険なこと、最低

限のルールは伝えている。 

③児童の遊びを妨げずに、教師の意図を反映

する設定遊び 

 始めに設定遊び 1 の動画視聴を行うことで、

取り上げる遊びへの期待感をもったり、スム

ーズに受け入れたりできるようになると考え

る。設定遊び 2 では「皆の前でだったらやっ

てみよう」という気持ちを後押ししたり、少

し複雑な遊びを知るきっかけとなったりする

と考える。 

２）本単元について 

本単元では「思い出」をテーマにした。今

年度、学部や学級で取り組んだ活動を遊びに

盛り込むことで、児童が遊びに取り組みやす

くなる、児童同士が共通の遊びを行いやすく

なる、教師が児童のもっているイメージをく

み取り、一緒に遊びやすくなると考えた。 

単元で設定した遊具のうち「思い出」と関

連させたものとして、例えば、「畑」は、中学

年、高学年が行った農耕活動、あるいは『大

きなかぶ』の読み聞かせに関連するものであ

る。授業では「畑」を見て、農耕活動を行っ

た方角を指差し「これ、やったよね」と教師

に伝える児童がいた。また、数名の児童が「畑」

で『大きなかぶごっこ』を行った。 

また、学部全体で遠足に行った際の弁当と

関連させ、「キッチン」で弁当を調理できるよ

うにし、「ミニ学校」に遠足の持ち物として、

水筒、おしぼり、レジャーシートなどを置い

た。授業では数名の児童が、弁当や水筒など

をリュックに入れて、遊び場内でシートを広

げて「遠足ごっこ」といった遊びをした。 

３）授業の経過と改善            

本単元では特に設定遊びの作り方について

考えた。ここでは、これまでの単元における

遠足ごっこで遊ぶ様子 

本単元の遊具設置の俯瞰写真 
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設定遊びの様子や課題を踏まえ、本単元でど

のように設定遊びを行い、児童たちはどのよ

うな姿を見せたのかを記す。 

 

（１）これまでの単元での設定遊び 

動画視聴は、学部全体で行う宿泊学習でも

取り入れているため、動画による設定遊び 1

は、児童たちにとってなじみがあり、皆良く

見ている。他方、設定遊び 2 の児童の集まり

は良いとは言えない。理由として「①教師が

意図する遊び方と児童が遊びたい遊び方に差

がある」「②設定遊びよりも、今行っている遊

びの方が魅力的である」といったことを考え

た。 

 

（２）授業の場で設定遊びを考える 

これまでは単元開始前に学部の会議への提

案を経て設定遊びの内容を決めていた。単元

前と後では児童がどのように遊ぶかのイメー

ジの精度は大きく異なる。また、遊びは実際

の場においてこそアイデアを得られる場合が

多い。そこで単元開始後、体育館で実際に遊

具に触れながらカンファレンスを行い、児童

の遊ぶ様子を想像し、設定遊びの内容につい

て意見を出し合って考えた。 

（３）カンファレンスの実際と、授業の様子 

実際のカンファレンスでの様子をすべり台

と工作広場を例に紹介する。 

①すべり台 

すべり台と聞いて一人の教員がロープを持

ってきて、次のような意見を述べた。 

すべり台で駆け上がりをする児童が多い

から、ロープを出して引っ張り上げられる

ようにしたらおもしろいんじゃない？ 

これを受け、実際に駆け上がりながら長さや

太さ、ロープの出し方について確かめながら、 

・ロープを固定させたら、遊びやすい？ 

・ロープが巻き付いたまま滑ったら危険。 

・出すのは、やめる…？ 

というような意見が出た。その結果、太くて

短いロープを使い、すべり台の上から教師が

次々に児童を引き上げる、という内容の設定

遊びを行うことにした。結果、設定遊び 2 で

は、半数近くの児童が駆け上がりを経験した。

また、ロープを使った遊びは設定遊びの後に

も頻繁に行われ、児童同士ですべり台から引

き上げる遊びや、上手く駆け上がることがで

きなくても何度も繰り返しチャレンジする姿

を引き出した。 

②工作広場 

みんなで「魚」作りをしたら、宿泊学習の

水族館を思い出すのでは？ 

という意見に対し、 

集合したときは、ベンチに座っているが、

それでは体勢的に描きにくい 

など環境の整理についての意見が出た。また、 

「何かを作る」というよりは「ペンを使い

たい」「シールを使いたい」と素材自体を楽

しむ児童が多いのではないか 

など児童のもつ目当てについて意見が出た。 

すべり台で引っ張り合って遊ぶ様子 

教師が設定遊びを考える様子 
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そこで、児童全員が参加できるよう広めにス

ペースをつくり、多めに道具を用意して、魚

の台紙に絵を描いたり、シールを貼ったりす

る設定遊びを行った。その結果、工作広場で

は、8 割近くの児童が参加し、全員が制作を

行うことができた。作り終わった魚を、海に

見立てた模造紙に貼った後、「見て見て、水族

館だよ」と教師に伝える児童や、ペン、シー

ル、のりなど用意した一通りの道具を使って

満足する児童がいた。また、これがきっかけ

であるかは分からないが、この単元からそれ

まであまり行わなかった、のりで台紙にちぎ

った紙を貼る遊びを行うようになった児童が

いた。 

 

（４）単元のまとめ 

本単元で行った設定遊びは、多くの児童の

参加を促した。設定遊びで取り上げられた遊

びや、設定遊びの後に児童が行った遊びは、

人と共有する、工夫する、挑戦するといった

深い学びの過程を含んでおり、児童同士の目

的の共有、「思い出」を題材にしたイメージ遊

び、チャレンジする遊びの幅の広がりなどの

学びの機会を生んだと考えられる。こうした

学びは、設定遊びが、実際の児童の遊び方を

十分に想定して行われたことにより支えられ

ていた、つまり、より児童の視点に立って考

えられたことに支えられていたと考える。 

４）振り返り             

（１）研究協議会記録 

①概要 

〇助言者 國學院大學教授 髙橋幸子先生 

〇共同研究者 千葉大学准教授 真鍋健先生 

〇参加者 本校小学部職員 

〇協議の進め方 協議の柱は特に設けず、助

言者、共同研究者から当日の授業を参観した

上で本校の職員に質問をして頂き、それにつ

いて回答するという形で約 60 分の協議を進

めた。 

②協議の記録 

ここでは協議会で頂いた質問のうちのいく

つかについて、回答と共に記す。 

質問① 教師の関わりについて、「場を担

当する教師がいる」「担当する児童がいる」

という訳ではなく、「たまたま遊び場内で

出会った教師が児童に関わる」というスタ

イルであるが、その際の合意事項は？ 

・明確な決まりごとはないが、児童が一人に

なり過ぎないように気に掛けている。 

・定例の会議や、それとは別に週に一度各自

が記入した個々の児童の記録を共有するカ

ンファレンスを行う中で、児童の様子や遊

具の配置などについての意見交換、共通理

解を図っている。 

・遊びの指導に慣れていない教員にとっては

「どこで何をしたら良いか」「または、どの

程度教師が意図をもって指導するか」など

に悩むことも多い。「児童と一緒に遊ぶこと

を第一に考える（その結果として学びが生

じる）」という話を聞いたり経験のある教師

の真似をしたりして、児童が何をしたいの

か、何を見ているのか余裕をもって考え関

われるようになってきた。 

質問② 本時や今単元の中で見られた深

い学びのエピソードを聞きたい。 

教員が一人一つずつエピソードを紹介した。 

・2 年生男児 D さん。キッチンのサラミを切

る遊び。教師が布でできたサラミを切って

工作広場での設定遊びの様子 
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いると関心をもち、やってみようとする。

初めはマジックテープの凸凹の区別がつか

ず、思うように付けられなかったが、指で

感触を確かめて付けられるようになり、繰

り返しサラミを切って遊ぶ。 

・6 年生男児 P さん。これまでは教師の反応

を期待して一方的にちぎった新聞紙をかけ

たり積んだ箱を倒したりしていた。今単元

では、相手とタイミングを合わせて一緒に

遊ぶことが楽しくなってきた様子。 

 

助言者より まだ遊びが十分に広がって

いない児童に対しては、教師がマンツーマ

ンでとことん付き添って関わる時期があ

っても良いかも。一つの方法として「逆模

倣」というものがある。児童がやっている

こと、やろうとしていることを教師がその

まま模倣することで、教師は子どもの姿が

見え、次のステップ、次の遊びの提案につ

なげることができることもある。 

共同研究者より 六年生の男児（P さん）

はまさに「逆模倣」で育ってきたと感じて

いる。一年生のときには人を寄せ付けない

印象だったが「邪魔はしない。傍で遊んで

いるだけ。でも途中で少し関わらせてね」

というように関わってきた過程で、人や場

に慣れ、相手に合わせ、調整しようとする

姿が育ってきたのではないか。 

 また、教師が担当を決めずに授業するこ

とについて、強みとしては担任以外でも児

童の姿を十分に捉えられていることであ

る。一方で、弱みとして見逃しがちな部分

はどこか、といった部分を今一度整理し、

検討していけるとよいか。 

 

５）今年度のまとめ 

今年度は遊びの指導の授業について、深い

学びの視点から改めて捉え直した。本校の遊

びの指導では以前から「児童の自由で自発的

な遊び」を支え、広げていくことで、多くの

学びが生まれると考え、授業を行ってきた。

児童が自ら遊ぶことを重視するこうした考え

は深い学びとも重なるところであり、遊びの

指導についての方針もまた「深い学びを支え

る授業づくりの視点」と重なる点が多く見い

出せるものであった。また、設定遊びの改善

では児童の視点に立って内容を考えるため、

授業の場で教材に触れながら内容を考えるな

ど、深い学びの視点から授業について捉え直

すことで授業の改善を進めることができた。

今後は、この他にも、深い学びの視点から自

分たちの遊びの指導の授業の在り方について

捉え直したり、その意義について教師間で話

し合ったりすることが必要である。 
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４ 中学部の取り組み         

１１))生生活活単単元元学学習習とと本本単単元元ににつついいてて  

（（１１））本本校校のの生生活活単単元元学学習習ににつついいてて  

 本校中学部では、生活単元学習や作業学習

を教育課程の中心に据えて、実践及び研究を

積み重ねてきた。 

 本校で行っている生活単元学習の特徴を、

深い学びの姿を支える視点と絡めて説明する

と、授業づくりのポイントは以下の三つとな

る。 

①①自自分分ななりりのの目目的的ををももっってて取取りり組組めめるる  

 単元設定では、学校生活における生徒の共

通体験をベースに個々の経験や実態も考慮し

た上で構成する。そのために、子ども一人一

人が単元の題材をどのように捉えるかを知ろ

うとすることが大切であると考える。 

②②生生徒徒のの思思いいとと共共にに展展開開さされれてていいくく  

 「自分たちの言動が授業に反映される」と

いう意識は、生徒の発言や行動を増やし、仲

間との関わりを促進させると考える。言葉に

ならない子どもの思いもできるだけくみ取っ

ていけるように、生徒の行動から教師が思い

を読み取ることも大切である。 

③③影影響響をを与与ええ合合いいななががらら活活躍躍ででききるる  

 活動に応じて、学習形態を工夫したり、お

互いの活動が見合えるような環境を設定した

りすることで、協働的な学習を通して、集団

の一員として生活する力を育んでいく。 

（（２２））本本単単元元ににつついいてて  

 本単元では、題材を「祭り」とし、自分た

ちが楽しめる祭り（「ぽかぽか祭り」）を開催

することとした。祭りに向かって準備期間を

長くとり、少しずつ会場や出店を作り上げて

いくような単元構成にすることで、上述した

３つのポイントに加えて、「授業計画に余裕を

もたせる」「試行錯誤を通じた学びを大切にす

る」などにも注目した。生徒が意見を言える

場をつくり、教師がくみ取ったり補助的なコ

ミュニケーションの手段を用いたりしながら、

「どんなお店を出したいか」「どんな風に飾り

たいか」など、生徒が考え、その内容を生か

しながら単元を進めていった。  

実際の授業では、iPad やホワイトボードな

どを使用し、生徒同士で話し合ったり意見を

出し合ったりした。準備期間の途中で、出店

を体験し合う日を設定したことにより、友達

の様子を見て「さらにみんなが楽しめる出店

にするためにはどうしよう」と試行錯誤しな

がら取り組む姿を引き出すことができた。 

意見を交換しながらの出店作り 

生徒同士による出店体験 

 

 単元の最後には、「お母さんも来たいって

（言ってたよ）」や「お母さんたちも呼びたい」

などの生徒の発言から、保護者を招いた祭り

も開催した。この招待祭りの開催は、生徒の

思いを反映させたものとなり、このことから

も、授業計画に余裕をもたせることの重要性

を感じた。同様のことは、「出店で行うゲーム

のルール決め」や「祭りの装飾のアイデア決

め」などの活動でも当てはまるように思う。

出店のゲームや祭りの雰囲気など、大枠を決

めておく必要はあるが、「教師側で決めすぎな

い」ということが、生徒の思いを反映させる

ポイントであると考える。
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２２））事事例例生生徒徒のの深深いい学学びびのの姿姿  

（（１１））事事例例生生徒徒のの選選出出  

本単元では、子どもが自ら学ぶ授業づくり

を考察するために、1 名の生徒を事例として

選出し、単元での変容や深い学びをまとめた。 

【【ＪＪささんんのの実実態態】】  

〈〈日日常常生生活活ににおおけけるる様様子子〉〉  

・簡単な言語指示を理解して行動することが

できる。 

・写真カードや具体物を選択したり、単語や

人名の一部の音を発音したりして、他者と

のやり取りを楽しむことができる。 

・手指のぎこちなさや、手首の回内に制限が

ある。 

〈〈ＪＪささんんがが単単元元ににどどうう向向きき合合っってていいたたかか〉〉  

・活動が進んでいく中で、好きな「太鼓」と

「やぐら」を関連付けて、やぐらの完成を

楽しみにするようになった。実際の活動を

通して、単元イメージがつかめてきた。 

・友達からの称賛や共感を喜び、一緒に活動

することを期待している。 

以上の実態から、本単元でＪさんに期待す

る深い学びの姿を「これまでの学習から得た

知識や経験を生かして、自ら行動する姿」と

し、授業の実施と改善を行った。 

（（２２））授授業業のの経経過過とと改改善善  

 4 週間の単元期間中に 2 度のカンファレン

スと協議会を実施し、J さんの授業の経過を

共有し、授業の改善を行った。カンファレン

スでの授業の見直しは週に 1 回程度とした。

参加者は、中学部の全職員とし、授業の様子

をビデオで確認した後に J さんの授業改善の

方向性を話し合った。 

①①授授業業ででのの様様子子（（１１日日目目））  

たんぽを見てステンシルの活動に自分なり 

に見通しをもち、絵具を付けてステンシルを

した後に、自分からシートをはがし出来ばえ

を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②授授業業ででのの様様子子（（７７日日目目））  

 友達と一緒に貼り絵で看板作りを行った。

J さんはちぎった紙をＡさんやＭさんに渡す

役割を担っていた。友達から「（ちぎった）

紙が大きい」と言われ、それに応じてＪさん

は紙を小さくちぎるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈〈カカンンフファァレレンンススよよりり〉〉  

・「友達と楽しく取り組める活動」の方が、

意欲をもって活動に取り組めるので、

深い学びを引き出せるのでは？ 

〈〈授授業業改改善善〉〉  

・・友友達達ととややりり取取りりししななががらら取取りり組組めめるる活活

動動を増やす。  

〈〈カカンンフファァレレンンススよよりり〉〉  

・友達の意図に合わせようとしている。 

 今できないことを覚えることも（習得）

も大切だけど、本単元では、自信をもっ

てできる活動の中での友達との関わり

を優先したい。 

〈〈授授業業改改善善〉〉  

・・「「一一人人ででももででききるる」」とといいううここととをを大大切切にに

しし、、友達を見たり、応じたりする余裕を

もてるようにする。 
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③③授授業業ででのの様様子子（（１１４４日日目目））  

 活動の途中で、一緒に活動に取り組んでき

たＩさんがアイデアを思い付き、「(蜘蛛の)

糸を作る」とすずらんテープを持ってきた。

Ｊさんは急な活動の変更に戸惑いつつもそれ

に応じ、すずらんテープを裂き始めた。Ｊさ

んが裂いたすずらんテープを見たＩさんが

「いいね」と褒めたことで、Ｊさんはその後

繰り返しその活動に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

３３））事事例例生生徒徒ににととっってて本本単単元元ででのの深深いい学学びび  

 これらの授業での様子から、本単元で見ら

れた J さんの深い学びを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの深い学びには、子ども同士が互い

に与える影響が大きいことが分かった。ただ

一緒に活動するだけではなく、一緒に活動し

たＡさんやＩさんが生き生き楽しそうに活動

していたからこそ、Ｊさんは、「自分も真似

してやってみたい」「一緒にやりたい」など

の気持ちが生まれたのではないかと推察し

た。 

今回のケースでは、 

・・友友達達同同士士がが一一緒緒にに行行うう活活動動ででああっったたこことと  

・・生生徒徒のの自自由由なな発発想想をを生生かかすすゆゆととりりとと雰雰囲囲気気

ががああっったたこことと 

という二つの要因があったことで事例生徒が

「一緒に活動したい」という思いをもって、

友達に合わせるといった深い学びの姿につな

がったと考える。      

 

４４））振振りり返返りり  

（１）研究協議会記録 

 助言者：植草学園大学特命教授 

     佐川桂子先生 

 共同研究者：千葉大学教育学部准教授 

     宮寺千恵先生 

 参加者：本校中学部職員 

 協議の柱：①授業の中で、事例生徒の深い学

びの姿が見られたか 

     ②「深い学びを支える 11 の視点」

を生かした、生活単元学習の授

業づくりで大切にしたいこと 

＜協議①＞ 

・制作の場面で、生徒同士の良い関わりが見

られた。一緒に活動する生徒が、モデルに

なったり、反応が大きかったりしたことが、

J さんの内面に影響したのではないか。 

・活動の目的意識については、見通しや繰り

返しがなくても友達との関わりの中から再

設定したり、（活動への）意味付けをした

りしていけるのかもしれない。 

・新しいことができる喜び（習得）と自分の

力を発揮できる場面（活用）のバランスが

大切。その上で、新しい気付き（応用）を

促していけるといいのではないか。 

＜協議②＞ 

・本校の生活単元学習で大切にしてきた“自

ら学ぶために”を促すため、「２ 目的意識

をもてる活動にする」を大切にしたい。 

・友達に合わせたいという思いから、友達

の働き掛けに応じようとする過程で少

し難しいことを行ったり、新しいことに

柔軟に対応したりすることができた。 

・友達から認められたと感じたことで、継

続して同じ活動に取り組むことができ

た。 

〈〈研研究究協協議議会会よよりり〉〉  

・友達に認められたことが活動の動機付けに

なったのではないか。 

・自信がもてる（できる）活動だったからこ

そ、周囲を見る余裕が生まれたのではない

か。 
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・子どもがやることにいっぱいいっぱいにな

らないことで、周りの友達に目を向け深い

学びを促すことができると思うので「3 授

業計画に余裕をもたせる」を大切にしたい。 

・子どもたちのアイデアを深めていきたい。

そのために、生徒の言動から思いをくみ取

り、活動に組み込んでいけるよう「3 授業

計画に余裕をもたせる」を大切にしていき

たい。 

 

（共同研究者より） 

事例生徒の感情に言葉を付けることで（「○

○だったね」などのように伝える）本人が感

情を認知することが大切。感情を認知するこ

とで、記憶にとどまることが報告されている。

感情が記憶にとどまることで感情認知が進み、

日常生活での行動変容につながる可能性があ

る。 

 

（助言者より） 

 個別の教育支援計画と日々の授業実践を重

ね合わせていくことで、良い教育ができるの

だと思う。その日々の実践を支えるのは、教

師の専門性と生徒への共感。そのことを踏ま

えて、来年度の授業づくりに臨んでほしい。 

 

５５））今今年年度度ののままととめめ  

 今年度、中学部では「自分なりの目的をも

って取り組める授業」、「生徒の思いと共に展

開されていく授業」、「影響を与え合いながら

活躍できる授業」の三つのポイントを踏まえ

ながら、子どもが自ら学ぶ授業づくりを行っ

てきた。その中で生徒たちの深い学びだと思

われる姿が多く見られたが、来年度は特に生

徒同士が影響を与え合いながら活動したり、

生徒の思いが活動に反映されたりしやすいよ

う、「深い学びを支える授業づくりの視点」を

意識した授業づくりに取り組んでいきたい。 
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５ 高等部の取り組み         

１）本校の作業学習と本単元について 

高等部では、将来社会に出ていく生徒たち

に「社会に出ても生き生きと一生懸命働く人

になってほしい」「社会の一員として人と楽

しく社会生活を送ったり働いたりすることが

できるようになってほしい」と願っている。  

教育課程の中心に据えている「作業学習」

では、実際に身体を動かして働く経験、働く

活動を通して人と関わる経験や、集団で働く

活動に取り組む経験を積み重ねていく中で

「自主的に、ひたむきに、誠実に働く人」、そ

して、「社会で必要とされ一役を担える人づく

り」を目指して取り組んでいる。そのために、

作業学習の時間が、働く実践・体験、繰り返

しの活動など、実働を通した学びを積み重ね

る場、「できる・できた」という自信、実感

につなげ、さらに意欲や自主性を育む場、仲

間と学び合い、個々の力の伸長を図る場とな

るようにする必要があると考えている。これ

らを踏まえた授業を実現するために、結果が

目に見えて分かりやすく、役割が明確で取り

組みやすい「ものづくり」を軸にした取り組

みが適していると考え、展開している。作業

班は、農耕、工芸、木工の 3 班体制で、各班

とも特性を生かしながら「製品作り➡販売会・

納品」といった流れで単元を組み、年間を通

じて取り組んでいる。 

こうした取り組みの中で、生徒は「分かる

（分かった）・できる（できた）」や「失敗」

「修正」のサイクルを 3 年間繰り返し、「自

信を付けたり実感したりする」「思考する・

判断する」過程を積み重ねながら成長してい

くものと考える。また、その過程での学びや

経験が、他の生活や学習の場面と「つながっ

た」ときにも大きな成果を生むため、個々へ

の支援の仕方、支援の増減や再考、成長の過

程における働きかけ、できる状況づくりとい

った、生徒の見方や関わり方などについては、

作業学習を中心とした生活全般を多面的に捉

えた関わりとなるよう工夫をしている。 

２）「作業学習の単元・授業づくり」と「深い

学びを支える授業づくりの視点」との関連 

 2 月単元を例に挙げ、単元・授業づくりで

重視するポイントと『深い学びを支える授業

づくりの視点』（P20）との関連性を合わせて

示す。 

例年、2 月単元は、外部商業施設での 3 班

合同販売会をテーマとして取り組んでいる。

社会状況の影響の中で今年度は校内での販売

会となった。まとめの単元として、これまで

以上に生徒が主体となった販売会となるよう、

作業学習での仕事はもちろんのこと、実行委

員が中心となって販売会までの準備も自分た

ちで協力して進めてほしいと願い、テーマは

『1 年間の総まとめ、生徒主体の販売会』と

した。こうした単元テーマを基に、本単元・

授業で重視するポイントを、①活動の目的や

目標・見通しをもつこと、②分かって実行し

たり、気付いて実行したりして、仲間ととも

に、良い製品を作り上げること、③最終目的

である合同販売会を実現すること、とした。

これらのポイントを踏まえて単元・授業を行

うことで、生徒一人一人の行動の背景にある

思い、気付き、判断といった「心の動き」に

も目を向けていきたいと考えた。 
①活動の目的や目標、見通しをもつという

点については、「販売会」という大きな目的、

またそれに向けての一つ一つの仕事や活動に

取り組む必然性やきっかけをつくるようにす

る。そうすることで、生徒は「自分たちが動

かないと販売会ができない」「今日中にこの仕

事を終わりにしないと」「良い製品をたくさん

並べたい。そのためにはたくさん作らないと」

などといった、心の動きに伴った言動が現れ

てくることを期待している。これは深い学び

を支える授業づくりの視点で言うと、「子ども

が自ら学ぶために、目的意識をもてる活動に

する」点に関連すると考える。 

 ②分かって実行したり、気付いて実行した
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りして、仲間とともに、良い製品を作り上げ

るという点については、一人でできる状況を

つくったり、気付いて動けるきっかけや集団

での関わり方の工夫をしたりする。そうする

ことで、生徒は「自分からどんどん準備して

始めよう」「今日の担当はこれね」「（教師や仲

間を見て）こうやってやればうまくできるん

だな」「みんながんばっているな。自分もがん

ばらないと」などといった、心の動きに伴っ

た言動が現れてくることを期待している。こ

れは深い学びを支える授業づくりの視点で言

うと、「子どもが自ら学ぶために、教師は一緒

に活動してモデルを示す」「子ども同士が互い

に学び合うために、一緒にやる必然性のある

環境や活動にする」点に関連すると考える。 

③合同販売会を実現するという点につい

ては、販売会に向けた取り組みから開催まで

の過程の中で、できるようになった手ごたえ、

仕事をした感覚、やり切った実感などを、個々

にまたは集団で分かち合える振り返りや関わ

りをする。そうすることで、生徒は「今日の 

目標達成」「仕事がこんなにたくさんできた」

「今日は褒められた」「疲れた。でもやり切っ

た」「みんなでがんばった甲斐があった」など 

といった、心の動きに伴った言動が現れてく 

 

 

ることを期待している。これは深い学びを支

える授業づくりの視点で言うと、「今日の学び

が意欲や次の学びにつながるために、自分が

できるようになったこと、がんばったことに

気付けるようにする」点に関連すると考える。 

このような全体の単元のポイントを踏ま

え、各班の単元づくりはどのようなことに重

点を置いているのか、農耕班を例に挙げて述

べる。まず、農耕班の本単元のテーマは「た

くさんの生産物を販売しよう」ということで、

主な活動は、ものづくり市に向けた活動、近

隣施設での委託販売、次年度に向けた畑の準

備といった大きく 3 つに分けられ、これらを

同時進行で行ってきた。農耕班にとってはこ

れら一つ一つの取り組みに必然性をもたせ、

「テキパキ働く」「やりがいをもって働く」と

いう姿を目指している。そこで、農耕班の単

元・授業で大切にしていることを、全体の単

元のポイントと合わせてみると、①「活動の

目的・目標・見通しをもつ」ために、本単元

で行わなければならないことの位置付けや、

その日または、時間内にやりきる仕事量と範

囲を明確に設定し、一人一人が目的意識やや

る気をもって取り組めるようにする。②「分 

かって実行、気付いて実行、仲間とともに良 

 

 表１ 全体の単元のポイントを踏まえた農耕班の単元・授業づくり 
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い製品作り」をしていくにあたっては、農耕 

班では班長を軸にした生徒同士のやり取りに

重点を置き、班全体の一体感やまとまりにつ

なげるための働きかけを大切にする。③「販

売会の実現」に向けては、単元・各日・個々

の目標を明確に設定して振り返りをすること

や、良い姿を具体的な行動で示して伝える工

夫をすることで、自分自身の働きの気付き（自

己評価）や、班員同士でお互いの働きの認め

合いにつながるようにする。というように整

理された（表１）。 

 

３）個に視点を当てた授業改善と生徒の変容 

次に、こうしたポイントを踏まえた授業づ

くりをしてきて、教師側はどのような働きか

けをして、生徒自身にどのような変容や学び

が見られたか、E さんを通して述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E さんの実態から、「人とのやり取りや自分

からの関わり」「自主性（言われなくても自分

からすぐに動く）」が大きな課題であると捉え

られた。これまで、E さんに対しては、「何か

考えているだろうから返答を待とう」という

見立てから、教師側は「待つスタンス」 

で関わることが多かった。 

 班員への指示出し 

しかし、カンファレンスにおいて「実は教

師が思っている以上にあまり思考していない

のではないか」という見解がなされ、E さん

への関わりについて見直しを図ることとなっ

た。また、本人に直接話を聞く機会も設け、

E さん自身の気持ちや考えも引き出し、出て

きたエピソードは教員間で共有するようにし

た。E さんへの関わりとして、責任を伴う明

確な役割を与え、より自分から行動したり、

人と関わったりしなければ解決できない状況

や場面を繰り返しつくっていく、という授業

改善を図った。もともと E さんは、班長とし

てのいくつかの役割を任されているが、「班長

がこれらの役割を担う意味」の理由付けをし

たり、挨拶・返事、受け答えは必ず声を出す

ことや、テキパキ動くことを徹底したりして、

必要感をもって行動に移せるように働きかけ

てきた。そうした中で、「話を聞いていないと

仲間に伝えられない」「自分が動かないと作業

が遅れる」といったような、E さん自身の心

の動きが言動に現れ始めた。失敗や修正を繰

り返しながら役割を遂行する中で、状況を見

て、判断して、自ら動き出したり、周りに声

をかけたりするなど、アウトプットするまで

の時間が速くなった。こうした様子から、E さ

んは役割の自覚と手ごたえをもって活動でき

るようになってきたと考える。そこには、自

【E さんの実態】 

○進路希望：一般就労 
○作業班 

1 年時：木工班 
2 年時：農耕班 
3 年時：農耕班（班長） 

○活動面 

・手先は不器用であるが、任された活動

には時間いっぱい真面目に黙々と取り

組める。 

・周りの状況や様子を見ながら、必要な活

動を自分で考えて行動する姿が昨年度よ

りも増えてきた。 

○対人面 

・ある程度の言語的な指示を理解し、その 

内容に応じて考えることができるが、自

分から言葉を発したり、伝えたりするこ

とが苦手であり、積極性に欠ける場面が

多い。 
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分から前向きに起こしたアクションがプラス

に働いたという実感が背景にあり、その支え

となったのは、これまで継続してきた班長と

しての役割や、班員からの信頼、本人の意思、

そして、これらの教師の働きかけ、などがあ

ると考える。E さんの中で気持ちと行動のつ

ながりがスムーズになり、思考を張り巡らせ

ながら自分からやり取りする、自分からすぐ

に行動する、という課題を自身で乗り越えよ

うとする姿勢が言動の中で顕著に現れてきた。 

野菜の売り上げの記入 

 

４）振り返り 

（１）研究協議会記録 

助言者：千葉県立湖北特別支援学校長 

   小倉京子先生 

共同研究者：千葉大学教育学部准教授 

平田正吾先生 

参加者：本校高等部職員 

協議の柱：「深い学び」を支える視点について 

 

（２）E さんの「深い学び」について 

・班長という役割として、会の進行や班員へ

の指示だし等を設定したことで、「自ら動

く」という気持ちや責任感が育ってきた。 

・班員の仕事分担を E さんに任せ、教師が否

定せずに毎日続けてきたことで、自信がも

てたことが積み重なったのではないか。 

・カンファレンスを通して、より丁寧に伝え

る手立てを加えたことで、すぐに返事をす

ることや、自分から教師に聞こうとする姿

勢が育ってきた。また、カンファレンスだ

けではなく、放課後などの雑談から支援の

再考につながった。作業だけ、学級だけに

とらわれず、高等部全教師の共通理解の上

で関わってきたことも、E さんの変容につ

ながったのではないか。 

 

（共同研究者より） 

 E さんは、活動と活動の切り替わりのとき、

自分の仕事が終わった後、自分から次の仕事

を探そうとしていた。これが「深い学び」の

姿として現れていた場面であった。作業学習

での「深い学び」とは、自分の予期せぬこと

が生じたとき、「どうしよう」と考えて生じる

ものである。「作業学習」と「深い学び」の本

質を考えると、両立することは難しいかもし

れないが、今までやってきた具体的な指導の

取り組みを整理し、どう評価していくかが次

のステップとなる。作業学習の定型性が求め

られる中では、「深い学び」を意図的に起こす

ことは難しいので、いかに生み出していくか

を教師同士で事前に話し合っておくことが重

要である。 

 

（助言者より） 

 ある生徒が、「見て、今日は（製品ラベルの）

シールの向きをそろえたんだ」と言っていた。

これは、過去の経験から「向きをそろえると

お客さんからは見えやすい」ということが分

かって実行につながった「深い学び」と言え

る。生徒が一生懸命に働いたり、「もっとやり

たい」と思うようになったりする姿が「深い

学び」であり、それが達成できるように、そ

の手立てを追求していくことが教師に求めら

れている。 

 

５）今年度のまとめ 

作業学習で大切にしていること、作業班に

おける単元・授業づくりの視点、そして個に

視点を当てた授業改善や関わりの見直しにつ
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いて述べてきたが、これらは『深い学びを支

える授業づくりの視点』と大きく重なり、ほ

ぼ同じ意味合いをもっていることが分かった。

作業学習における深い学びの姿は、個々の変

容や評価を見たときに「あのときの経験がつ

ながったかも」「この積み重ねがよかったの

かも」「これがきっかけになったかも」と一

つ一つの学びや過程がつながり合い、比較的

長いスパンでの取り組みを通して変化に気付

くことが多いと考える。加えて、個々の学び

方や成長の過程に違いはあるが、私たち教師

の基本的なスタンスとして、「この子にはこ

うなってほしい」「社会に出るまでにはこれが

できるようになってほしい」といった期待す

る姿（課題ともなる姿）を見極めながら共有

し合い、変容を促すことであることを、今年

度の研究で再確認した。   

今年度、深い学びを支える授業の視点が示

された。次年度に向け、作業学習の中で、そ

れらをより『具体的に』『個々に』、そして

どのような『働きかけ』をしていくかが重要

であると考える。 
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１ １、２年目の研究成果       

本研究では、知的障害特別支援学校におけ

る深い学びを促す授業の在り方を考えること

を目的としており、本年度は 3 年間の計画の

2 年目に当たる。1 年目となる昨年度の研究で

は子どもたちの授業での様子について「内面

を働かせる姿」という視点からエピソード記

録を行い、それらを束ね、「深い学びの姿」を

描き出した。抽象的な思考や言語の使用が重

視される一般的な深い学びの定義に当てはめ

るのではなく、より探求的な視点をもって深

い学びを捉えたいと考え、研究は仮説生成的

な手法で行われた。研究の成果は全校で子ど

もの深い学びの姿についてイメージを共有で

きたことである。本年度は、そうした深い学

びの姿が見られる授業はどのようなものか

「深い学びを支える授業の視点」を作成した。

その方法は、授業研究協議会での発言を記録

し、それらを束ねるというものであった。授

業で目指す深い学びの姿を明確にし、手だて

を考え、効果を検証するという実証的な方法

では、子どもが自ら学ぶ授業にはなり難いと

考え、このような手法をとるに至った。「深い

学びを支える授業の視点」を考える際には、

深い学びと合わせた指導の類似性に注目し、

「子どもが自ら学ぶ、より良い合わせた指導

の授業」についての議論をもとにした。研究

の結果、「深い学びを支える授業の視点」とし

て 11 の視点を描き出すことができた。 

 

２ 次年度の研究に向けて       

研究計画の最終年度である次年度は上述の

「深い学びの姿」、「深い学びを支える授業の

視点」を実際の授業づくり手続きの中に位置

づけ、それを生かした授業の在り様を示して

いきたい。６章でも示されたように、「深い学

びを支える授業の視点」はこれまでにも本校

が重視してきた授業づくりの方向性と重なる

ところが大きい。これによって、本校の授業

の特色や方針が改めて言語化され、授業の中

にこれまで以上に強く位置づいていくものと

思われる。そして「深い学びを支える授業の

視点」や「深い学びの姿」をもとに各部が自

分たちの授業の在り方を見直し、「子どもが自

ら学ぶ授業」を一層追求していきたい。 

 

７章 まとめと今後の課題 
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公開研究会協議会講話資料 
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共同研究者から

真鍋健

千葉大学教育学部

千葉大学教育学部付属特別支援学校
令和２年度公開研究会

資料1
真鍋 健先生

深深いい学学びびをを支支ええるる知知的的障障害害特特別別支支援援学学校校のの授授業業づづくくりり
～～各各教教科科をを合合わわせせたた指指導導をを中中心心にに～～

１．本題材で、児童が遊びをひらめいたり、工夫したりする中に
「深い学び」は見られたか

２．児童の「深い学び」を支える授業の在り方はどのようなものか

血眼に「深い学び」を探そうとすればするほど

子どもに近づきすぎて、見えなくなる…？
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資料1
真鍋 健先生

ランド型で一体何が起きているか
（児童の姿を 外部観察者の目から）

話題提供者：
真鍋健（千葉大学教育学部）
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「禁止・制止なし」のランド型だからこそ？

2014：①居場所を探す児童たち

2015：➁遊び場のふちをずっとうろうろする児童

2016：③遊び場で「余計な物を持つ（放さない）」児童

2017：④圧倒されて遊び場に入れない新入児童

2018：➄遊びつくした高学年 VS はしゃぐ中・高等部生徒

2019：➅大人が用意しない物を 持ち込む/持ち込めない児童

➆姿勢の状態と遊び方の関係性が顕著な児童

2020：⑧設定遊びに集まった子どものその後の行方

/シーソー遊びの「始まり・維持・終わり」

/シーソー遊びをする児童の「集まり方・とどまり方・解散の仕方」

資料1
真鍋健先生

①場のどこかに居場所を見出す児童

知
的
障
害

・
自
閉
症

男
児

知
的
障
害

・
自
閉
症

女
児
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歩
行
不
安
定

滑
り
台

滑
り
台

斜
面 斜

面
ス
テ
ー
ジ

・ランド型の遊び場（広い＆複数の遊具）⇒「ニッチ（生態的な住処）」を作り出す
・単元が進行するプロセスは「一つのストーリー」に

例えばこの児童の場合、「大人に向かって手を動かす」という行動型とその機能も・・・

手手ををののばばすす 手手ををののばばすす

つつかかむむ
つつかかむむ

押押すす

手手ををふふるる

たたたたくく

資料1
真鍋 健先生

②一方で、住み家探しに苦戦する子どもたち
（ふちをずっとうろうろする児童）
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「自由」が苦手な子どもたち
・おおよそ象徴機能に制約

・そのほか、運動機能の問題を抱えていたり、感覚-運動段階の児童。

・説明責任的に一番苦しい。・・・しかし。何もしていないわけでもない

感覚的遊具

空いた隙間で
追いかけっこ
（かけひき）

「運動遊び：感覚遊び：その他」
の比率

教員による鳥の目
＆複数の目

設定遊び時間や役割の設定
（特に高学年）

「好み」の導入/こだわり
を活かした設定

・・・

資料1
真鍋 健先生

③握ったものを放さない児童
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資料1
真鍋 健先生

放さない（なんとなく持つ？）

放さない（遊びに使うため）

放している（持っていない）

分析不可
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•口元に入れ放さない、手に持ち放さない、手からポケットへ放す・・・

•手に移行した段階で、きっかけがあると放す？

•様様子子をを見見てていいるるとと2種種類類
（（手手ににししてていいるるモモノノをを使使っってて遊遊びびたたいい / 手手ににししてていいなないいモモノノをを使使っってて遊遊びびたたいい））

「「モモノノをを持持ちち続続けけるる/放放すす文文脈脈」」ががああるる？？

資料1
真鍋 健先生

④どこからかモノを持ってくる児童
（と持ってこない児童）
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資料1
真鍋 健先生

「禁止・制止なし」のランド型だからこそ？

授授業業のの流流れれやや期期待待さされれるる行行動動ががかかちちっっととししたた授授業業でではは、、明明白白にに「「逸逸脱脱」」とと定定位位。。

ししかかしし「「子子どどももにに委委ねねらられれてていいるる」」ラランンドド型型でではは・・・・・・
発発達達的的なな視視点点やや障障害害特特性性上上、、非非常常にに意意義義深深いい姿姿をを多多くく見見るるここととががででききるる
（（そそれれにに大大人人がが気気付付きき、、子子どどもものの興興味味関関心心ををずずららすすここととななくく意意味味づづけけででききるるかか））

2014：①居場所を探す児童たち

2015：➁遊び場のふちをずっとうろうろする児童

2016：③遊び場で「余計な物を持つ（放さない）」児童

2017：④圧倒されて遊び場に入れない新入児童

2018：➄遊びつくした高学年 VS はしゃぐ中・高等部生徒

2019：➅大人が用意しない物を 持ち込む/持ち込めない児童

➆姿勢の状態と遊び方の関係性が顕著な児童

2020：？？？
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おわり
（時間があれば続く・・・）

資料1
真鍋 健先生

①ふちをうろうろする児童
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・対象児：知的障害
・教師 ：中堅（歴長い）
・児童のねらい：

おわり
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•「大人の教育的意図」と「児童の遊び」がズレる

•教師による「ねらいとの距離感」の調整

資料1
真鍋 健先生

子子
どど
もも
のの
活活
動動

教教
師師
のの
支支
援援

一一緒緒にに
遊遊びびななががらら

遊遊びび方方をを教教ええるる

そそのの場場ででのの環環境境整整備備
遊遊びびののききっっかかけけをを作作るる

子子どどもも同同士士ををつつななぐぐ

見見守守るる

安安全全管管理理

要要求求にに応応ええるる

一緒に遊い
好きな遊び↑

実態

子どもの意図/
きっかけ

結果

「遊び」として
の意味づけ

⾏動

影響

注目

理解

関わり方の検討

間間接接的的
支支援援

直直接接的的
支支援援
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子子
どど
もも
のの
活活
動動

一一緒緒にに
遊遊びびななががらら

実態

子どもの意図/
きっかけ

結果

「遊び」としての意味づけ

⾏動

影響

注目

理解

関わり方の検討

ねねららいい

教教
師師
のの
支支
援援 遊遊びび方方をを教教ええるる

そそのの場場ででのの環環境境整整備備
遊遊びびののききっっかかけけをを作作るる

子子どどもも同同士士ををつつななぐぐ

見見守守るる

安安全全管管理理

要要求求にに応応ええるる

一緒に遊い
好きな遊び↑

間間接接的的
支支援援

直直接接的的支支援援
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20210212

1

障障害害ををどどののよよううにに捉捉ええるるかか？？
・ICFでは・・・（詳しくは、学習指導要領解説・自立活動）
→環境因子と個人因子を考慮
→ある医学的状態は、必ずしも社会的な『障害』ではない

1

環環境境因因子子とと個個人人因因子子

2

環境因子

→物的環境、人間関係（他の人がやるのを見る）、

カリキュラム、社会的なサービス・意識

個人因子

→年齢、性別、その人らしさ

→定期的な評価とニーズ把握の重要性

→カリキュラムマネジメントの柱の一つ

資料2
平田正吾先生
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